
                        

 1

第０７－０ ８ ４号 
２００７年７月３１日 

平成２０年３月期 第１四半期業績について 
 

ANA グループでは、本日７月３１日（火）、平成２０年３月期 第１四半期決算を取りまとめました。

詳細は別添の「平成２０年３月期 第１四半期財務・業績の概況」をご参照ください。 
 
１．平成２０年３月期 第１四半期の連結業績 
（１）連結経営成績 
①概況 
・競争環境が激化する中でも、国内線国際線ともに増収を確保しました。ホテル事業資産の譲

渡により、期初よりホテル事業セグメントを除外していますが、その中でも、同時期における 

営業収入は過去最高となりました。 
・徹底したコスト削減に努めましたが、燃油費が前年同期と比較して、約１１１億円増加したことも

あり、営業利益、経常利益では前年同期実績を下回りました。 

ホテル事業資産の譲渡益を特別利益に計上した結果、四半期純利益は８７３億円となりました。 
                                                      単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２０年３月期 
第１四半期 

平成１９年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
営 業 収 入 ３，４９６ ３，４５２ ４３ １０１．３ 

営 業 費 用 ３，３６３ ３，２５６ １０７ １０３．３ 

営 業 利 益 １３２ １９５ ▲ ６３ ６７．７ 

営 業 外 損 益 ▲   ６４ ▲   ５０ ▲ １３ ―― 

経 常 利 益 ６８ １４４ ▲ ７６ ４７．０ 

特 別 損 益   １，３２３ ▲  ９  １，３３３ ―― 

四半期純利益 ８７３ ７６ ７９６  １，１３７．２ 

 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 
平成２０年３月期 
第１四半期 

平成１９年３月期 
第１四半期 増減 

【セグメント情報】 
売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航空運送事業 ３，０５９ １２１ ２，８７８ １７４ １８１  ▲ ５２ 
旅 行 事 業 ４６６ １ ４５１ ３ １５ ▲  １ 
ホ テ ル 事 業 ―― ―― １６２ １０ ▲１６２ ▲ １０ 
その他の事業 ４７７ ９ ４５９ ６ １８   ３ 

※連結子会社８１社  持分法適用非連結子会社５社 持分法適用関連会社１８社 
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②国内線旅客事業  
・４月の統一地方選挙などの影響で、需要がやや弱含みで推移したことに加え、競合路線にお

ける競争は激化しており、旅客数は前年同期実績を下回る結果となりました。 
・運賃改定およびイールドマネジメントの徹底により、旅客単価は前年同期比１０４．７％となりま

した。 

結果として、国内線旅客収入は前年同期比１０１．４％の２３億円の増収となりました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成２０年３月期 
第１四半期 

平成１９年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） １，６９７ １，６７３ ２３ １０１．４ 
旅客数（千人） １０，７５７ １１，１０７ ▲３５０ ９６．９ 
座席キロ（百万座席キロ） １５，４７６ １５，２７０ ２０６ １０１．３ 
旅客キロ（百万人キロ） ９，２９９ ９，６３０ ▲３３２ ９６．６ 
利用率（％） ６０．１ ６３．１ ▲３．０ ――― 

 

 

 

③国際線旅客事業  
・引き続き旺盛なビジネス需要に支えられ、旅客数、単価ともに堅調に推移しました。 
・とりわけ昨年１０月に就航した成田－シカゴ線を中心に北米路線は好調であり、また生産量を

増やし、今期就航２０周年を迎えた中国路線でも着実に旅客数を増やしています。 

結果として、生産量（座席キロ）の伸びを上回る収入増を確保しました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成２０年３月期 
第１四半期 

平成１９年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） ７６３ ６５０ １１３ １１７．４ 
旅客数（千人） １，１５３ １，０９２ ６２ １０５．６ 
座席キロ（百万座席キロ） ７，０２３ ６，４５７ ５６６ １０８．８ 
旅客キロ（百万人キロ） ５，１６７ ４，９２３ ２４３ １０４．９ 
利用率（％） ７３．６ ７６．２ ▲２．６ ――― 
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④貨物事業 
・国内線は、競争が激化する中でも輸送量、収入ともに前年同期実績を確保しました。 
・国際線は、貨物専用機の増機、ABX Air 社への委託によりネットワークを拡充し、輸送量、収入
ともに大幅に増加しました。 

結果として、国内線、国際線ともに輸送重量、収入ともに前年同期実績を上回りました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成２０年３月期 
第１四半期 

平成１９年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） ７３ ７３ ０ １００．５ 
輸送重量（千ﾄﾝ） １０８ １０８ ０ １００．４ 国内線 
輸送量（百万ﾄﾝｷﾛ） １０５ １０４ ０ １００．３ 
売上高（億円） １６７ １３８ ２８ １２０．４ 
輸送重量（千ﾄﾝ） ７８ ６２ １６ １２６．３ 国際線 
輸送量（百万ﾄﾝｷﾛ） ３８０ ２８２ ９８ １３４．６ 

 
 
 
（２）連結財政状態 
・ホテル事業資産の譲渡による資金の回収により流動資産が増加し、総資産は前期末から

９８９億円増加しました。 
・借入金の返済や社債の償還を着実に進め、有利子負債は前期末から７８１億円圧縮しました。 
・自己資本は当期純利益の計上により増加し、自己資本比率は２９．５％となり、財務体質の  
一層の強化が図られました。 

（金額の億円未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２０年３月期 
第１四半期 平成１９年３月期 増減 

総資産（億円） １７，０１０ １６，０２０ ９８９ 
自己資本（億円） （注１） ５，０２０ ３，９８２ １，０３７ 
自己資本比率（％） ２９．５ ２４．９ ４．７ 
有利子負債残高（億円） （注２） ６，７１３ ７，４９４ ▲７８１ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．３ １．９ ▲０．６ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 
・営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益１，３９１億円に減価償却費や

営業活動にかかわる債権債務の加減算を行った結果、３１０億円となりました。 
・投資活動によるキャッシュ・フローは、航空機への投資などもありましたが、ホテル事業資産の

譲渡によるキャッシュインの結果、２，０３０億円の収入となりました。 
・財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金返済や社債償還などにより、８４１億円の支出と 

なりました。 
単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２０年３月期 
第１四半期 

平成１９年３月期 
第１四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ３１０ １７３ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ２，０３０ ▲  ４９８ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲  ８４１ ▲  ３４９ 

現金および現金同等物期末残高 ３，２２３ １，７５２ 

減価償却費 ２１９ １８８ 

設備投資額 ６７４ ６９０ 

 
 
２．通期の見通し 
・国内線旅客事業は、さらなる競争力の強化ならびに需要喚起に努めることにより、旅客数も回

復すると見ています。 
・生産量を増加している国際線旅客事業、国際線貨物事業は、引き続き好調を持続すると見て

います。 
・原油市況については引き続き注視が必要ですが、現在のところほぼ見込み通りです。 

かかる状況から、平成２０年３月期の通期業績予想は、期初予想を据え置いております。 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【平成２０年３月期見通し】 期初予想 前期実績 
（平成 19 年 3 月期） 

増減 

営 業 収 入 １４，９００ １４，８９６ ４ 
営 業 利 益 ７９０ ９２１ ▲１３１ 
経 常 利 益 ４６０ ６２５ ▲１６５ 
当 期 純 利 益 ６４０ ３２６ ３１４ 

 

 

以上 


